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発行 くらしの学曹会

時いニユースの多かった1997年も終わり，人それぞれが今年こぞとの覇いを込めて連えた1998年足

久々に帯天での薬開けでした. “雨降って地菌まる"となって設しいもので

《活動報告》
+1月26日 (開会町民会長P:.2F

• 1ヲ91年理会計器告

I/Xλ ，iij年J老議結金 46836 

会費 33000 

合計 7ヲ836

差引残高 79836・348ヲ0=44946 次年産へ繰り越し

a今後の活動lこついて

ゴミ匙理のことを再濯やってはと'うか{不規坊の分別のことなど}

出会い撃に来てもらう人について

2月の棋会について. . 2月同日 フラワーアレンジメント 講師は購読会員のTさん

3月のi911会について. . 3月4こ予定していた“脳死"についての学宮会は町民会援と講師の

スケジュールの調整の結果. 2月78に決定会員に離らず興味のある

人に辻予討をかける。

きさ加7:7d

支出印日IH-t 12850 

コピー代 420 

m手代 4050 

出会い主主謹費 3480 

ブアイ Jf.，t-t 330 

E警2官費 9260 

銀行印作製 4500 

合計 34890 

+2月7自{脳究についての学習会前民会館2F 参加11名}

分かり難い“路死"一路子容経外部監からの報告 と題しての学習会を17った

[要旨!率“苑"に対ずる概念と“究"の定藷の歴史的変遺

Z “路"の智正誌と散さ

'n長究均分理. .臨死i土fil斡究と金酪売に分けられe 全蕗究と:工大筋 I[ミ脇信幹 日立

頚号還を含む全邸機能的不可逆的停止状翠a

主iこ靖持活動に関与.院幹は君議と生命のrt搭. ，/ 'R誌は苧11母提能的中指， tf

務iよ建立$運動の交通路 g
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忠脳亮判定基準

脳死の判定基準は北米やヨーロッパを中心に指撲が作られてきた.

皐現在の百本の脳死判定基準厚生省の諺臨基準

本前提条件@器質的脳障害により漂昏睡及び無呼畷をきたしている蓮例 母原疾患が

確実に診訴されておりそれに対し現在行いうるすべての適切な治療をもっ

てしでも国複の可能性が全くないと判聾される症例

奪条件 <iii栗昏睡

①自発呼吸停止

母瞳孔国定

密脳幹皮射の消失

e対光度射のない散瞳

定角膜皮射の椅失

‘自.頭位皮射(人形の日現象}と前庭反射{温度試験}の損失

広無昨暇(人工呼吸器で十分唾起会して動脈血中の酸素及び炭酸ガス分

{事平te.H詰技

!主を適当にした後，昨R塁走~~はず乙て105説明白発ll'f:畷か認め

られない)

〈事 t安条件か漬たされ6時慌提過L変!とがないこよを確認

e除外例 。小沼 (6才未満). .この条件は自本だけ

小鬼には限りない可能性があると考えられるため

@脳死と類似した状態になりうる症例

本判定上の留意点

①中枢神経抑制荊.筋弛緩剤などの彰響を除外

<i>探部反射.皮膚皮射とくに脊髄度射はあってよい

岳補助検査開え江脂鉾誘発疫応.x隷ーCT.脳血管撮彰，脳血流調定な

どは絶対に必要なものではない

思現在世界における脳死にたいする考え方は様々である

医学的に脳死を容認する 費盛20 反対7

法的に脳死を容認する 費成5 度対22

脳死基準 地区で14 国として10 告し3

{質疑応答i
Q 低体混護法で脳死からよみがえった酬もあると聞いたことがあるが

A 厳密な意味での脳死ではなかったと考える.脳死と判定されても.真の脳死ではない可

能性はある.判定基準が100%カバーする事はできない.また"脳死判定"をする事は

できても“死亡判定"ができる病院ばかりではない.

Q 察病院は掘器移械には積額的か

A 1fm々 の医師によって異なる考え万があるが“心臓死"後の腎移構や角摂移摘は行ってい

る.

Q 移植に保険が適応されるのは日本だけか

A 保融適応に関して言えば.移植には適用されるが死亡後取り出す行為は区1票行為ではな

いので保換は適用されない.

(2) 



Q 以前誌上で箆j葦従事者日は臨死は欝単に分かる.苑異がするという霊u襲とも思える意

>i{i:留にしたJニとがあったが電ぞれほど溜単に分かるのか

A 魁苑の器開では莞翼はしご主い，ー綬的iこは人工時機器や昇j王荊を使舟Lても血症が下が

ってくると響機能が鑑下し無採になるそうなると代謝産物が体内に審議され独特の異

いが出ゐぞれは通常踏死から一連間くらい後のこと，

Q 生と苑iま万入平等であるとさttていたが.これからは権力や富のカで命の長さが変わっ

てくることもあるので誌ないか， j涛え tt提鰐を受ける1欝.~やクローン入間など

え クローン人簡に関しては留体として謹裂はできても，成長謹謹で稽停に罫望草する環境や

脊景などが違う丹で全く閉じ人間とは言えないと考える.

Q 欝鑓4皆同請に進めていく為にはどうすればよいか

A コーディネーターの育成.ソーシャルワーカー.ケ回目スワーカーの充実.告知問題にも

関わってくる e 告却しっぱなしではなくその後の錆得的なケアとサポートができる環境

か必要.

Q 現在の吉本の騎手官制定基準には，前提条件.除外例，留意点など様々なしばりがあるが

前謹条件o 除外開母寵珪点Q)は定金4こ診掛かつくのか

A n語若手f1定基準は持f，1(1.(装謹色必要とせ-(，一般的必病院でも判定できるように作られた

ものである.詰訴の確実汁公認めるために6時間以上経過した時点でのニ屈の判定で名

問題が解決される.

Q 脳死は会錨死とt必勝死i二分けられているが現(fの臨死判定E基準での脳死はと'の部分のA
なのか

A 金脳諾
学習会でi重篤fLたプリントはコヒーでき芝す.

I ~~ 1 

去る2月7自分かり難い"臨死- (路伸経外斜匿からの報告}と題して県描践のO先生のスライドをi買っ

てのお話を開く接会合得た.生めるものは亮会迎えるー罷簡の役自は構気を治療することによって死を

酷ぐことであり，ぞれが不苛離となれt;f亮の時を決定L必汁ればならないが，現在は苑の定義が難しい.

大騒亮{植物状態}になっても，個体としての生詣は綾侍されている.変に匪学が進んで槽持活動の;背

失している患者が生命維持装置によって畏く生きる e また，蕗器移植などの産療技術の進歩日浮って開

題とされる踏苑弘顕髄体苑と晃るか否か諜が閣で謹々の意毘がある.等1rU)先生のお話を酷いて立は

ある本で“アメリカでは宮本と通って鑑所捧者j曹の多くは謹藤探検にλっていないので鹿療費のただに

なる人体実験を受ける"と読んだのを，患い出したがe 日本では宗教ぞのirt!:U)藩で難しいだろう.多くの

人々，患者が噴く麟苑a ぞの龍によって鑑器寵穫を申し出るよう託金るには，寵離と患者，家肢の器い

器頼関韻が一番大哲哉こと/まが.現在の臣療現場では患者が見失われているZ露関が余りにも多すぎる.

このような監護現場が変わらなけれは善意の騒器謹慎者は増え告いだろうをしかし移摘される患者村幸

機者}や{謹僕者}のコーディネーターが欲しいと語われた先生的E言葉はーこれからの罷学的進歩に;二

必要なことなの疋ろう.額わくば臨療技術の進歩のみが先行せず心の停ったものであってw¥Lいと患っ

た，

追iie:スライドとプリントはよる説明は大変わかりやすく号よい勉強になった。その後での醤々の質酪

に対して誠意会もって:存えていただき箆療現場の主のFぎを開けたことは，少しj吉村意識改革につJながっ

た.資設な時現会議りがとうごさいましf:... (S.M) 

(3) 



③2丹16自 {調会町盟会舘lF 参加9名}

{フラワーアレンジメントi
年来年始と多忙を罷めた主蝿の骨休めになればと企彊9 i重野tf¥ぺ ru.~は〈芸者るべ〈家にある
ものは手しやすいもの}を欄備蓄ゴミ主的iベと鍛髄であること繍恥拘るこ

と<D春らしいこと，という盛りだくさんGうわがさまな条性でお覇いしましたe ワイワイガヤガ

ヤ 楽しかったです.条件をR待たす咋品の構想を練ること数カ月.期待していた以上のとって

もステキな雪?もするかわいい笠掛けを考えて下さったTさんに感謝
(K.0. ) 

フラワーアレツジメントに参加して ( E.K.) 

時.L.月16日 {月} 長:軒民会館嬬入室

その時、私の足敢りは、経かった。どんな詑が持っているのかな、どんな作品が出来る

だろう。少女のように心をときめかせて、婦人霊のドアを開けた.そこには、やはり少

女の頃に廃つ完工会員たちの揮があった@

講師はTさん@さっそく製作に取りかかる.まず、龍摩杉の技を三角に組んで土台を作

る.鍍着にはホットメノレトスティ yクボンドという鉄砲のような道具を使九その上に i

パッキング討をふんわりと付けていく@パッキング材もとっておくと再利用できるのだ l
なと、感心した.そして、黄色や自の小花、乎日紅、ミニバラ、あじさいなどを色取り

よく配していく e 結にそえる葉には、天文冬、杉、グリーングラス、あじさいを用いた。

生け:mでもそうだが、:m段、業など輔のものをそえることによりひきたつ.香り付けに、

ブルーノートポプ3という木の罵を脊く染めエッセンスを染み込ませたものも付けた。

寄りが無くなってきたら、自分の好みの香水をかけるといいそうだ.

なごやかな雰囲気の中、先生の説明!こしたがって作業はスムーズに進む。でも、そこは

1徳性豊かな集まりのこと、今説明したiまかりのことを質関したり、口々に助けを求めた

-
りと躍やかだ@にもかかわらず、先生詰笑顔を絶やさず、会員の開をこまねずみのよう

1に瞬間って下さったe この先生の努力もあって、約 1時間後全員の掛けが完成したe

i 中にはも聾われ11.かった材料で余分に小さな作品を作った人もいえ.

j 富ちの苧で例土問ものほかわいい@家へ帰ってから、さてどこに錦ろうかと、子ど:

iもと家中うろうろ歩きながら考えた@や制壁の色糊いところがいいということにな

iり、結局トイレになってしまった@我が家はトイレだが、参加した会員のそれぞれの家

i蕗でその最もふさわしい場所に飾られていることだろうe

それにしても、閉じ指導の下で開じ材料を罷っても、出来上がったものは一人一人臭な

る@この不思離さ.閉じ人が開じ物を作ったとしても、やはり、その時々で作品詰微妙

; iこ異なるであろう@まさに、その人とその時を凝轄しているといえる@この君主にーっと

I して開じものはない.それゆえに、手作りのものはいとおしいa 今、日々のあわただし

い暮らしのやでも紘iま時折その前で立ち止まる@ある時はじっとみつめ、またある時は

そっと手で触れるe ため息をつく e そしてそのことにより、いつのまにか癒され、酷ま

される。 r図書療法j という療法があるそうだe 草木に触れることで手患のリハピリや、

.轄持的生落ち毒まきを融り震すという。それは本Eきだと思う。

最笹iこ、第舗の?さん、お世話・して下さったGさん、ありがとうございました。

(4) 
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{愛捜新開社の取材]

フラワーアレンジメントを始める前に代衰のHさんから会的活動内容の償要を説明.

フラワーアレンジメント見学

終了接話し合い.

愛撤去再開

掲髭認事

2i~之 1

に
帰
依
す
也
、
・
の
白
雲
洞
惜
mw
レ
よ

?ζ
、
六

会
が
生
ま
れ
た
さ
守
か
げ
偲
穴
月
広
『
名
水
の
鴫
寵
掴
閣

は
飲
主
だ
っ
た

6
3、
パ

本

ル

思

議

叫

理

構
『
芯
の
所
に
翠
符
が
浄
水
九
月
に
は
、

am
と
自
然
を
チ

nrp唱
す
込
み
に
来
弓

-
-
1
7
5ハ
陵
地
の
続
ほ
が
怠

の
と
S
『
電
信
の
水
は
と
う
事
保
守
ベ
町
も
白
酬
の
穴
切

ら
、
ニ
だ
わ
り
が
あ
る
・
京
望
主
ず
ゐ
同
露
呈
』
号
て
い
る
の
だ
ろ
っ
7
』
『
と
宝
石
『
八
寵
乞
国
代

に
あ
る
も
の
事
固
な
る
べ
く
使
の
現
渇
巳

b
a
e温
ぷ
ほ
と
い
う
寝
仲
広
崎
川
叫
が
わ
い
町
制
四
十
周
隼
記
念
の
絵
峰

う
こ
と
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
奈
か
‘
リ
t
ス
僧
り
の
よ
う
に
晶
、
ニ
れ
串
緑
地
問
し
よ
う
-P
『
が
き
に
ま
カ
将
来
を
入
れ

当
』
屯
い
こ
と
は
《
濁
凋
砲
鴎
の
イ
ベ
ン
ト
む
告
側
ず
事
唆
五
竺
月
、
き
-
ん
う
た
.

に
信
唱
し
?
占
雨
明
卓
後
守
て
見
可
伸
艮
し
の
窓
飼
四
人
で
問
問
笥
花
野
包
の
実
鍋
俗
久

!

l

q

z

E

ま
は
『
ゃ
れ

也

{

1

P

由

'
F
F

ば
で
き
る
ん
だ
と
喜
レ

醐

限

棚

脱

臨

園

出

峰

崎

断

雌

臨

悪

路

盤

闘

臨

岡

さ

と

当

時

毒

り

返

る

.

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー
ー

ー

ー

ー

ー

警

官

、

ゴ

‘

Ea--F-m泊・
u

自
由
な
議
論
会
報
も
発
行

8
4宙
人
と
の
革
命

串
し
蘭
い

Fσし
て
い
奇

い
る
.
〆
ン
パ
ー
を
開
地
応
分
時
町
の
取
水
源
雪
見
学
し
『
そ
の
持
母
明
骨
量
岨
聞
が
慮

電
信
く
ら
し
の
竿
旬
会
代
三
カ
月
ご
と
に
-
て
ま
た
り
、
水
質
量
m
Eヂ
1
タ
ゐ
じ
た
ζ
と
害
福
留
に
組
織
し

A
H
柿
智
子
代
混
V

は
、
ゴ
ミ
人
の
偲
当

aす
宇

1
7
事
誕
閲
覧
し
晶
、
た
い
.
淑
の
閥
単
も
そ
の
一

mmや
遺
低
平
副
刷
み
機
え
、
め
、
月
併
合
唱
[
時
国
圃
乏
岨
『
起
水
に
関
心
を
陣
内
つ
う
怒
っ
』
と
‘
骨
輔
さ
ん
・
お
う

締
死
2
P百
常
生
活
の
申
で
し
、
会
U
咽
舟
山
崎
そ
の
内
に
、
町
内
に
『

--Z符自
m
』
醤
な
好
奇
心
に
佳
せ
て
金

園
周
刷
。
縄
様
の
あ
る

T
1
7
咽
四
位
、
ヱ
カ
月
ご
と
ほ
渦
付
と
い
4
集
し
い
飛
が
あ
る
帽
を
週
怒
し
て
い
き
た
い
宥

孝
之
主
お
し
合
い
、
魅
す
る
A

曹
司
『
作
問
踊
だ
よ
り
』
と
事
晶
閣
ヲ
た
.
寝
泊
川
肘
い
え
だ
.

回
目
別
感
情
明
町
隠
穫
の
町

民
会
館
に
、
い
つ

も
の
〆
ン
パ
ー
が
一
町

月
例
会
で
鑓
哀
惜
描

奇
骨
割
の
チ

I

U

7
一
倍
『
生
活
巳
う
動

る
お
い
を
l
こ

だ

喝

わ
り
の
リ
ー
ス

1
・
r

A

木
の
飾
り
v

づ一ゆ
Z

一

〈

り

』

・

一

詔

一

会
員
+
玄
人
一
崎
一

は
、
ほ
と
ん
ど
が
一

d
一

主
婦

.
E月
広
穴
一
パ
一

忙
し
だ

Z
，F必
一
い
一

思
書
記
失
金
一

3
一

慌
の
一
人
が
リ
1

7
町
一

Z
仰
リ
を
樋
察
し

F
じ

晶、
H
7
1
ス
の
伺
岨
逼
び
か

ロ・18

まだ学生っぽさの嬉る記者氏は弘達を取材するだけにとどまらず，だんだん雄弁になり.

自身の中掌，高校時代のことを熱〈語った.県内の進学校を卒業後6年間県外の大学，大掌院

で過ごしたという.それだけを聞くと絵に描いたような愛媛のエリ…トコースを歩んできたよ

うに思えるが，中学時代にはひどい体罰を体験したり，高校では不登校になり中退も考えたと

いう.そんなとき一人の教師との素晴らしい出会いを得て今の披があるという.そん必話を酷

きながら. “出会い塾にと考えたりした.ぞの自のことは驚くほどの速さで2月21自の

紙面に掲灘された.一人の会員の名前と住所に誤字がある以外はとりたてて“違う・・と書える

部分は無いのだが.何となく伝わりきっていないもどかしさも禁じ得なかった.言葉で法えら

れることには臨界がある，ということなのだろう.ただ原携ができた時点で確認させてほし元、

った.笛の今後の成長と活路に期待したい. (K.O. ) 

(5) 

。3月の例会は.2月に2罷1集まったので休み



《こんなことしています》

放送大学で学生気分を

政送大学ってご存じですか。本部は、千業保にあるのですか、愛媛県にいながら政送大

学の学生として在籍し、勉強することができるんです。愛媛県の拠点地域学習センター

は愛媛大学の域北キャンパスの一角にあります。今までは、生~l~学習のー麗として自分

の興味のある科目を受講し、単位を取る-m科履鰻生あるいは選科組修生としてしか手IJ用

できなかったのですか、今年駄からは、ケーブルテレピ(重信でlままだ無理!?)を能っ

て、もっと幅広く利用することができるようになり、一定の単位がそろえば、放送大学

教義学部の卒業生にもなれるという事です。

ところで、この私、放送大学の学生なんです。写真入りの学生誕を持っていて‘なん

だか若返ったような鉛党に陥っているんです。私の場合、実は‘ノ7している仕事が、元々

卒業した大学の専門と退っているので、今の咋prjの勉強をきちっとし、単位をi訟のたく

て姑めたのがきっかけです。今その関述の科目は全部単位を取り終えました。私の場合、

1:WI物があり、試験があるこの大学のシステムのおかげで勉強せざるを得ない状況に自

分を追い込むことができ助かりました。志だけifJjくH:っていても、実践の生活では、や

すきに流れてしまいがちになるからです。-tYJからのスタートiこ;まもう間に合わないか

もしれませんが‘もし自分も何か勉強してみたいなと忠われるjjは‘ 10}jからのスタ

ートの分のlドし込みが IJ1!;(iにあるはずですから、お近くの銀行・郵{垣見などのパンフ

レット読き場で般送大学の案内を見つけてまず募集要項をi註り寄せる葉舎を本部に出

すことをお勧めします。本当に数多くの講座があるので，その中にきっと何かチャレシ

ジしてみたくなるものが見つかるはずです。地域学色Iセンターで定時説聴するか、それ

ができなくても自分の都合のいい11.1;にIlftJllet(宗でビデオなりテーフを聴いたりあるい

Jま自古に借りてくることもできますからとても便利です。必~pあなたも、{.~:さと教義あ

ふれた美貌のために体のシェイブアッフとともに到のシェイフアッフもはかつてみま

せんか。 (T.H) 

C生ゴミ処理機のモニター (K.O) 

ここ数週間毎日捜用していますが，一自でだいたいの生ゴミが処理されていてーほ':f満

是. 20自の分割払いで一月3000円f立の支払いなので購，入を考えています.

詳しいことは 976・5461 丸輿建装社}はお問い合わせ下さい.

。ボタニカルアート (K.O) 

l汚から措置主文化センターで由形さんのボタニカルアートを受講しています.絵の具を

手にするのは弼年ぶりのことでしょうか，ちょっとだけ若選ったような楽'しい一時を過

ごしています.

(6) 
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パソコンのソフト fひねもす俳句工房jをよろしく.俳句紀行の部分を担当しました.まさか訟がこ

んなことをするようになろうとは.と自分でも驚いています.協力の要請があった時.社会的章義が感

じられたので受けることにしました.大変よいものになったと満足しています.今は一人でも多くの方

に使って頂きたいと賑売の一部を担当しています.学校の先生をしている方から.使ってみたいと言っ

ていただき喜んでいるところです.興味のある方は964・7157までどうぞ.パソコンをー諸に楽しんでみ

ませんか.

{可



ストレッチ体損への誘い

。. 

(R.D闘)

犬や麓が、前患を患い切号突っ護って伸びをしたあと、気持ちよさそう

Iこしているのを見かけた事があちませんか?

私たちも自常生活で、護れた時や、一定の姿勢を長時間とり続けたあとな

ど、患い明り関手を突っ彊って脊伸びをすると、非常に気分がよくなるも

のです。体を伸ばす事誌、体を自然な状態に震せると重うことを、私i書は

潜在意識で知っているのです。一自の少しの時間を、ストレッチ体操に鑓勺

てみましょう。小さな罫力でも、積み重ねで、大きな効果をうみだします

よ。ここでは、寝る前 lこ布自のとでできるストレッチを紹介します。

l 、布団 iこ瑳号、腕の前で両手を組む。

ゆっくり患を騒いなが品、調手を

とげて、一手のひらを上にし、両腕

で関耳を挟む。

2、患い窃哲筒擁を神ばし、患を吐き

ながら体を左鶴にたおし、 5呼吸

法ど静止する。右翻も鴎糠にする 9

3、手のひちを布団につけ、露ijに{申ば

す。撲を持ち上 l:f背骨を挿iます@

5 o:手軽iまど静止する e

4、震震をず品し、帯自にうつぶせはな

る"s揮は曲げて持の識におく。

患をゆ勺くり吐き、設に騒いなが

ら若還をあげていき、 5!l'事費ほど

静止する o そのあと定をおろす。

左足も関織にする。

{母

zも
亡霊ポふ



5、揖I向けに謹て、足をそろえて伸ば

す。腕は腰骨構におき、手のひら

を下にする。

患を布団に量置はなるまで上げる。

両手の指先に力をいれ、腰を高く

あげる o 廷をゆっくり頭の方へ持

っていき、患の先が布団につく嫌

できるだけ前に悼ばす。静止する。

背中をゆっくり布団におろす。

ひま在時には こんなことやってます (K.K. ) 

島尚

伊ザ号;:?

りずかに残っている句、;i lJをさがしていたり、そ二:こ!主tJZ虫遣の透明な美しさに3

勤したりしています。 ときには、魚市場のお兄(;tニイと読む〉のはいている、 あの;要

までるるゴム支社をはいて)~~~こ入り、竹ザ)["でメグカそ追い屈していますの また];Ijcょ竺

:こは、近くの山道をと三と定歩いていたり、大きな出17たにもた九て G芭えついて〉レた

り、淡い主義の葉~見上げたりしています。ふいに諜やトンボ:こ出会えることもあれ芝ア今

そんな時泊、ゃった、もうけものだと忠ったりします。 a?告の樹木や草や晃虫:こ弛れて

いると、なぜか心がおだやかになってき去す。そしてレイヂヱ)J.， .カーソンの言うョ

持さや不患議さに留を見はるfZEiさJ、つ主 i) rセンス@オプ・ワンダーj をし 3つ主ても

、 、一町一『
っさっき ζ レ-(労山以L..I 持っていたいと号、うのです。だから設かが諮ってくれた汚は、

かけて行きますφ もちろん、たった一人で重i言き悲観察会そ??う時もあります。
- んa門 妻

声1:1:μ出ヰヒ

の「メダカj註Jを!乍った人遣の謡はうらやましいと患いました。パンフレットのカニラー

写真老見たら、大人も子洪もいて楽しそうでした。いつの5か、 ここ重信でもき;~容認宗

会の経緯ができることそ夢見ています。最後にまたカーゾンの言葉より、 「子洪のセレ

ス@オア@ワンダーをし 1つも新鮮にたもちつづけるためには、私達が住んでいるさ手心

ミ写び、;芸致、神誌などを子供とー絡む再発見し、 J25勤そ分かち合ってく礼ろえ人iJ)、

くむくともなとり、そばにいる必要があります。」

(9) 



お料理を楽しんでまず (Y. G) 

*麟入りキムチ{鷺宮町料理教室}

-材輯{五人分}

騒薄明り2S0g 焼き宣麓lT えのき 1p ニラ112東 キムチ200g 角餅5髄

ゴマ油1t 大蒜iかけだし汁4C 味噌4T

-作り方

部臨時は2-3等分する

是主草語審は蝶に切り，えのきは捜売を酷き半分に明り，ニラは5明{立に切る

窃ゴマ捕を無し大蒜を妙め告を加え土台め，だし汁を加え土舗に静ず

@u)が煮立てばキムチと蝉を入れ味噌念講きλれてひと:費する

大あえむの二種

(1)こってり時 (TB S荷主的レシビ}

-材料

はうれん草i来れんこんl本詐1T 5'bi藷rT 塩j、々

t!.Li十60cc ねりご之90∞ 醤油1.5T いりごま3T

e 作りJi

6ばうれん輩はさっとゆで2-3舗に切る

W:rLんこんは薄明りにし静水はさらしておき水争詐.砂稽，塩で妙める

窃だし汁，ねりごま.醤油，いりごまをあわせたもので母.告をあえる

斡あっさり味中華麗あえもの (TBS上活意美字の料理番鑓)

-材料

護関りもやし犬複 くらげ100g 白ねざ しょうがたかのつめ

僧作り方

(j)領事?りもやしはきっとゆでる.

o大曜は千切りにし堪少々で水を出し，結る e

C号くらげは水につけ場抜きしその撞再(J議少々をふり水分を出しよく絞る

@由ねき't主宰ななめ細切り

告しょうがたかのつめはみじん切り6こする

@器捕lT 壊砂構ゴマf告で母~舎をあえる

草場



《こんなこと考えてます》

私のひとりごと A.M 

4月より重信町でも不螺ごみの分別収集が始まりますね。昨年、松山市が

7分別収集になり、しばらく後のテレピ取材で分別作業をしている人が「今

までは何もかもコンベヤーに流れてきて分ける手間が大変だったが、今は種

類が少なくなった分作業がスムースになり楽になった。 j とコメントしてい

るのを聞き、重信町も早く始めてほしいとこの一年思っていました。

今までも、 rびんJrかんj rプラスチックj と分別して出していました

ので、 rペットボトルjをプラスするだけでそんなに苦にならないとは思う

のですが、これまでひと袋で出していた住民には慣れるまで少し大変かもし

れませんね。分別するにあたって、専用分別ボックスとか売っていますが、

私の場合はダンボール箱に袋与を入れで分けてい室すが、三授 iユニ、ァトポック

スを載にして事j用するめらいいかもしれません。リサイクルできるもお地そ

ち告 '~.l翠し、ペットポトル製品拍手;}掃を場力紙告しても fプラスチック j が

一番たまります。

『ペットボトル』が別回収になるので、キャップを外し、しっかりゆすい

で出さないと、夏場に向かつてカピが発生したり臭いがしたりで、せっかく

の資源を無駄にしてしまうことになり兼ねません。まだまだベットボトルの

リサイクル製品を手にする事は少ないのですが、全国的にも回収率の低い資

源なので今後回収が進めば、いろいろな形で出てくるでしょう。(企業に期

待しています)

粗大ごみについても、市町村によっては有料の所も結構ありますし、回収

しない所もあります。 2001年からのスタートを自指して r家電リサイク

ル法案jが今国会に提出されたり、今後、私たちのライフスタイルを変えざ

るを得ない事態がすぐそこまでやってきているのかもしれません。

重信町の不様ごみ分別収集の実施に当たり、あれやこれや思いを巡らせて

います。" ~静>> ~静.， ，話事母.， ~益事@草場>>

絵本のことあれこれ

我が家の居間の*搬には絵本があふれんほかりなのですが，今また本屋，吉本屋巡りをはじめましたー

ぞれというのが.絵本好きが月にー慶テーマを決めて絵本を持名寄り f絵本とおしゃべりの会jなる

もの会しているのです.そもそもの始まりは教会の牧師さんが絵本が好きなことからうまれたというの

です.

はじめて出会う絵本には心ワクワクー遣い昔にタイムスリップした治判つように g 結とことば安楽しん

でー今を語りあっているおばさんたちdなのです. fLは仲間入りして二年余り.その会はかれこれ十年

余りも続いているというのです.

。。



“絵本"のことで思い出されること的一つに.数年前本監さんで.1]、学 1.2i手生ぐらい的女の子治'fお

とうさん，この本がいいj と，接はバラバラめくり fなんお，与の本は字も少ないし，詫ばっかりで.

護字も習ったやろ!1そのことばに，近くにいた拡時患わず fまあー.ステキな捨/$:ね，お立ちゃん

も大野きよjその絵本は‘結も文もそれはみごとなもの.今でも私の費読絵本のひとつになっているも

のです.しばらくすると，決めかねている女の子に fその本にしときなさいjおとうさんめ小さな荒

もっと小さ壮声で fもういい働. . Jなんとも悲しいできごとでした.

またこんJなこともありました.友人と話している中で fうちの恵子は5年生告のに墾で措りてきた本

がなんと絵本なんよ苓もうはずかしくて. J rあらτ いいじゃをい.拡なんか，今だに楽しんでみてる

よ.絵本的楽しさやおもしろさを知った的は大人になってからのこと j友人は fえっ ?Jという麓.

fそん者ときはね@ヘーえっ，おもしろそうね.おかあさんにも克せてよ.って言ってみたらjまたま

たびっくりした友人の麗が思い出されます.世的多くの大人たちは“絵本とは"幼いころだけ仲よしで，

大きくなったら読むものではないと患っているのかもしれません.我が家の大学生の媛は.今でも時に.

f嬰かしそうにみています.婚と共布できる話題といえ;工控本のことぐらいかも.・ーすぐれた“控*"

は，そめ「ゃから豊かさや~ ~奪rJ. 安ら Jfを与えてくれるようです.こともにむ大人にむ.絵本の世界に

入っていくと3は.内分だけの向かを3がしにでかける.そんなドキドキずるおもL乃さや.楽しさが

あゐょうで-;¥1998'3・5. (H.!:o.1l 

φ4月i~会は 4月20日です，一人でも多くのJïの参加をお持ちしています.

令4丹以酵のき話番

4--..6丹 てH.Y.G. 

7--ヲ月 R.D. K.O. 

1O~12月 K.K. Y.Y. KK. 

t~3月 A.M. H.M. 

4修会麗葬祭(瞳時受付}

活動会員 2000円 購読会員 1000丹 問い合わせ先 964吋的56

下振り込み口~番号む161-5-21025>

4砂縄築後記

高実で蛤まったiヲヲ串王手も3ヶ月が過ぎようとしています.世の中は宮も民も，大人も子世も

諸々しく，舘じられないような事件や出来事が符次いでいます，官iこ閉しては相次ぐ不持率に対

して騒がれている割には.あまり鷺きを感じないこと会哀しく較しく患っています，

“大人は子供にとって最大め環境である"そんな禁がします.
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ト
」
モ
ば
吋
側
二
一
h
J
ぬ
や
地
ほ
ほ

系

薗

刊

ん

の

協

力

で

休

日

剛

山

品

一

円

。

態

計

E
M
m
内
に
八
カ
ャ
附
の
ト
匂
ウ
ス

生

会

ト

地

を

つ

く

っ

て

い

る

・

聡

協

「

め

だ

か

ト

う

ス

ト

」

霊

一

全

国

ぞ

問

。

、

立

の

園

高

い

る

・

一

め

だ

か

芝

は

、

市

民

か

知

諸

に

取

り

組

ん

で

い

る

高

Z

2

m

主

義

Z

Z

間

協

在

、

子

供

た

ち

が

水

ら

慮

り

受

げ

た

ト

ラ

ヲ

ク

芸

高

保

生

態

霊

碑

塁

〈

申

需

主

め

て

い

ゐ

・

申

討

会

話

辺

の

毒

物

語

2

S

び

遺

し

て

昨

年

八

月

に

震

・

ス

醐問
A
胃
血
R
V

が
、
申
古
ト
ラ
ヲ
『
墳
時
間
回
に
金
閉
山
的
岡
崎
槙
で
場
そ
廠
り
田
町
そ
う
と
、
一
九
九
コ
ヴ
ブ
や
水
中
ポ
ン
プ
な
と
メ

・
ク
を
敬
溜
し
た
『
生
廊
系
都
取
り
組
み
、
情
動
の
本
ヲ
ト
ワ
四
年
か
ら
「
め
だ
か
ト
ラ
ス
ダ
カ
地
そ
っ
〈
る
道
具
、
生
き

岨
閉
そ
溜
ぶ
た
め
の
古
川
明
や
崎
Z

4

ポ
シ
ペ
、
自

n
f明
リ
向
の
閃
箆

〕

h
v
闘
関
艇
を
同
情
み
、
常
の
や
お

由
帰
鋼
に
噴
鴇
勘
世
帯
の
{
出
附
」

四

そ

し

て

い

る

。

一

「

4
E
同
一
円
卸
」
は
、
県
怖
の

一
と
で
帥
閣
と
遮
興
し
よ
う
と
抽
出

γ

均

一
時
再
開
拍
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
盟

問
輔
君
事
m
河
端
的
鶴
市
な
と

峨
街
で
問
じ
取
り
組
み
そ
し
て
い
る

駒
山
山
間
体
ぞ
お
れ
、
メ
ダ
角
地
づ
く

e
凋
り
な
ど
で
交
烈
そ
探
め
る
.
七

主

用

に

は

子

供

同

士

の

護

学

出
時
定
じ
て
い
る
・

即
日
間
騒
世
は
『
画
が
か
か
れ
ば

川
賞
ど
こ
へ
で
も
出
向
き
ま
す
』

釦
同
と
、
受
け
入
れ
先
そ
鼻
っ
て
い

河
清
‘
る
@
問
い
合
わ
せ
は
向
出
会

開
問
校
{
打
再
丹

6
2
1
1
・7
7
8

月
}
へ
.

3il 
朝日3/3 

補
同
市
民
礎
の
背
反
縄
吋

セ
ヤ
ん
(
内
包
)
が
、
「
神
戸
の
ト

ン
ボ
」
と
咽
唱
し
、
イ
ン
タ
ー

立
ヲ
ト
に
神
間
市
内
の
ト
ン

ボ
の
突
し
い
写
真
骨
仰
し
い

酬
戊
号
制
肉
眼
し
だ
ホ
ー
ム
ベ

l
p弔
問
い
た
と
こ
ろ
、
胃
骨

門
管
内
め
阿
川
で
押
閉
そ
岬
ん

で
い
ゐ
.
ベ
1
7
は
、
曹
木

さ
ん
自
身
が
コ
ン
ピ
A
l
タ

l
そ
使
っ
た
略
一
十
町
四
唱
の
作

寝
そ
鴻
め
、
神
田
市
ス
ポ
ー

ツ
鞍
舟
公
吐
か
ら
近
く
主
と

し
て
附
駁
さ
れ
る
。
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Z
し
い
闘
践
と
慢
し
い
写
真
が
H
H

判
の
「
補
声
の
ト
ン
ボ
』

片
時
雫
一
叫
だ
ち
に
{
ト
ン
ボ
そ
誠
酬
副
本
は
約
六
平
に
の
ぼ
る
.

ベ
で
み
よ
う
』
と
従
官
惜
し
た
@
韓
同
市
立
曙
郎
兵
蹴
高
校
に

『
い
い
場
所
が
あ
る
ん
や
」
移
り
、
九
五
年
に
世
間
百
の
ホ
i

1
1
竺
従
た
ち
そ
驚
か
せ
て
や
ム
ベ
!
?
に
ト
ン
ボ
の
ペ
ー
ジ

ろ
ろ
と
政
れ
て
い
っ
た
の
が
、
そ
つ
く
っ
た
・
静
め
後
、
自
分

+
八
ほ
で
行
っ
た
北
ば
山
砲
の
ホ
!
ム
ペ
1
フ
そ
っ
〈
わ
、

町
ョ
が
ミ
ザ
マ
ア
刀
草
の
勢
は
申
勾
そ
充
実
さ
せ
た
む

な
か
っ
た
。
ン
担
ヴ
ク
だ
っ
た
@
畳
間
日
で
殺
計
と
し
て
役
立
て

る
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
や
喋
m
m
除

原
本
ば
的
関

も
あ
り
‘
封
院
や
H

d

y
な
と

そ
れ
か
ム
山
山
内
，
ご
と
二
ド
/
煎
仇
の
間
刊
紙
円
か
ら
た
必
+
J
v
p

F
L
m肌
手

事

二

1

恨
め
だ
y
h
で
川
川
い
台
わ
せ
が
時
村

子
供
用
食
誌
に

思
議
血
児
七
・
1

レ
を
ン

サ

+
-
W
4
b
h
.
T
'
I
J

ニ
‘
拶

基
準
超
え
る
側
似
回
収
命
令

子
山
川
の
の
沼
町
制
恥
河
川
制
一
十
六
幻
、
節
"
は
光
で
あ

4

か
h
R
M
骨
午
訟
の
阿
川
市
広
凶
一
酌
園
町
山
(
↑
へ
払
州
市
天
王
伺

え
ノ
4
2
M
闘
が
晴
山
さ
れ
た
一
む
吋
L
Mえ
の
六
円

と
し
て
ペ
れ
山
川
と
大
九
州
山
は
二
一
7
!
関
山
γ

以

(yF
仇円

一
川
山
)
に
討
V
、
茶
摘
ず

一る
J

町
時
性
が
官
民
る
即
日

一
顔
、
計
六
干
ニ
同
U

側主』げ

る
よ
う
耐
骨
し
た
島

府
、
帯
広
ど
日
よ
る
‘

十
一
一
一
呂
、
行
川
県
が
プ

ブ
l
「
ャ
と
の
給
制
が
け

茶
わ
ん
か
ら
、
官
踊
捌
惚
m

O
隅
阜
越
え
る
九
一
(
)
一

撹
ホ
ル
モ
ン
{
ピ
ス
フ
γ

ル
A
」
客
殿
内
ざ
り
い

白
、
病
都
市
必
向
じ
域
同

わ
ん
か
一
口
一

0
0問問隅
f

し?、連
絡
を
受
け
た
関
川
の

で
、
E
+
日
円
か
う
十
一

か
け
}
、
工
大
日
本
ボ
リ
7
1

m
げ
に
製
溢
さ
せ
た
釦
巳

ち
、
茶
わ
ん
一
一
杢
一
言

わ
ん
三
平
偲
が
誕
描
鑓
陀

食
品
町
生
鑑
の
轟
植
を
紛

え
る
化
世
物
質
が
楠
出
芯

れ
た
子
棋
用
食
日
田

壊
を
見
せ
な
く
な
る
ト
J

ポ

も
多
い
.
九
一
ほ
に
は
、
肺
訴

吃
判
断
(
き
ぐ
}
聞
の
ベ
ヲ
コ
ウ

ド
ン
ポ
が
開
戸
で
見
つ
か
っ

た
.
胃
T
A

ぃ
河
え
も
九
二
年
平
に

幼
虫
で
抑
認
‘
内
相
問
、
埼
腐

れ
る
.
北
島
道
教
時
大
牢
釦
路
庁
の
許
可
を
も
ら
い
調
高
し

L
4
7

授
の
笠
方
秀
紀
教
園
田
は
「
胃
木
た
.
し
か
レ
、
九
四
年
賀
か
ら

v

，
さ
ん
の
ペ
i
ツ
は
、
民
述
む
正
一
の
水
不
足
、
お

ι年
の
阪
神
大

山
一
一
川
砲
だ
.
教
師
に
と
っ
て
は
牢
授
欄
間
決
で
地
の
市
織
が
減
る
な
と

1

岬イ・
1

教
育
に
役
立
ち
ま
す
」
と
話
ず
.
し
た
彫
習
で
九
六
年
に
は
軒
そ

吹

ι4F

ト
ン
ボ
の
生
息
変
化
か
ら
由
境
問
し
た
、
と
い
ろ
.

J

、
ー
帽
塊
度
化
を
見
る
ζ
と
が
で
き
乙
の
ほ
か
、
ア
オ
ハ
ダ
ト
、
J

デ
t
』
る
.
そ
の
ひ
と
つ
が
能
硬
化
の
ポ
や
キ
イ
ロ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
、
ム

¥
-
m

膨
嘗
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る
カ
ン
ト
ン
ボ
な
ど
か
つ
て
慢
を

一
7J4

タ
イ
ワ
ン
ウ
チ
ワ
ヤ
ン
マ
の
分
見
せ
た
ド
ン
ポ
た
ち
が
、
だ
~

A

、
A

，

t
u
舗
の
北
よ
だ
.
玄

0
年
代
に
だ
ん
と
轄
を
H
H
せ
な
く
な
っ
て

つ
n
i
牛
、
は
九
州
、
四
図
画
部
に
し
か
分
い
る
と
い
う
.

〆
し
市
宮
市
し
な
か
ゥ
た
ト
ン
ボ
だ
3
、

レ
ト

E

3

年
で
ダ
メ

ι討
す

六

0
年
代
に
は
徳
島
、
七

C
年

/

i

代
に
は
和
歌
山
、
八

ο年
代
に
「
一
ニ
認
だ
っ
と
、
(
問
今
U
V

/
は
大
阪
、
呉
越
南
部
‘
九

0
年
代
気
候
の
変
化
な
ど
で
サ
一
以
胞
と

A

4

に
入
っ
て
神
戸
市
で
見
つ
か
っ
し
て
)
だ
め
に
戸
川
る
』

l
l
H川

ー

一

た

.n宵掲
の
広
が
り
は
、
時
前
腕
木
舟
}
ん
が
感
じ
て
い
る
、
均
況

レ
μ
の
北
よ
と
一
敗
す
る
と
い
う
・
窓
話
悲
し
い
民
主
・

1

J
.寸
ー

さ

ん

は

「

神

戸

に

わ

定

」

h

η

-
e
v

し
た
た
か
に

然
が
洩
っ
て
い
る
ζ
と
ぞ
「
J

t事
宜
環
境
変
化
は
対
応
レ
、
し
た
ポ
そ
鴻
じ
て
利
介
し
た
い
・
一

4
t
rー
だ
か
に
生
き
る
の
は
タ
イ
リ
夕
方
で
厳
レ
い
周
ほ
の
巾
で
ト
、
J

h
1
J

ア
カ
ネ
@
ブ
i
ル
や
公
闘
の
池
ポ
が
い
な
く
戸
川
っ
て
い
る
と
い

¥
げ
内
な
ど
を
利
用
し
て
繁
嫡
ず
る
.
う
こ
と
も
知
勺
て
ほ
し
い
」
と

+
か
お
ト
多
織
な
笠
酸
系
の
と
こ
ろ
で
髭
レ
て
い
ゐ
e

J
i
t

は
、
党
ら
れ
な
い
と
い
い
、
ホ
ー
ム
ベ
i
ツ
の
m
H
%
は

っ
-

ム

4

「
す
き
ま
を
見
つ
け
て
生
き
て
7
3
百
二
¥
老
孟
乏
帥
」

5
z
m

打
H

い
る
よ
う
で
す
」
と
曹
を
ん

0
2ご叉
J
E
T
¥

暖

1iUF-

門

悶

間

山

#

訴

事
v
欄
g

議
〆

ヰ
J

L

f

i

f

パ
s
i
J

除、

~
る
込
れ
の
あ
λ
安
』
と
か

?、。
六
阿
山
間
判
以
な
ど
で
は

中
初
か
ら
「
ブ
i
『}ん」

一
l
ズ
の
は
か
の
貧
凶
M
b
台

。
主
的
に
間
以
を
助
酌

る‘
府
は
貨
叩
刊
を
つ
く
ス

料
に
開
山
が
あ
っ
た
と

る匂
用
刷
鴻
ホ
ル
モ
/
の
ピ
ス

ノ
l
ル
A
は
良
U

刊
誌
肘
と

ポ
リ
カ
i
ポ
ネ
!
ト
附
桁

料
‘
す
ぐ
に
娘
川
酬
に
影
綜

こ
と
は
広
い
が
、
胤
商
社
的

取
す
4

や
と
間
出
品
市
中
の
・
昨
m

耐
用
住
何
本
ち
る
.
ま
た

蝿
明
札
叩
に
出
川
需
を
む
た
-
っ
す

が
舎
利
刷
、
社
間
切

っ
て
い
る
。

ヲ、 7



i

u

い
た
・

i
l
-
-

斗
J

即
日
明
仇

t

豆
牛
の
ほ
と
ん
ど
の
様
に
は
一

川

英

単

一

心
一
咋
瞬
輔

一
い
弁
輔

一
で

Z
T
圃
彊

了
間
菌

一

た

「

躍

山

」

8
1嵐
山
村
の
人
た
に
は
、
そ
れ
患
で
「
迎
休
学
」
だ

一
ゐ
ち
が
、
た
さ
ぎ
な
ど
そ
取
り
に
匂
っ
た
醐
胸
部
を
「
蘇
林
生
態
学
」
に

一
到
常
的
に
出
入
り
し
、
議
の
場
と
変
え
た
・

一
後
な
っ
て
い
る
山
を
照
ず
.
舟
で
は
「
海
林
と
い
う
輔
自
黙
は
人
間
が

一

織

す

っ

か

り

，

4
F花
、
と
の
惜
円
禦

F
ベ
て
賛
同
日
し
て
育
て
る
と
い
う

一

時

醤

を

四

十

H
も
怖
に
編
み
出
し
た
e

売
惣
で
す
輔
自
然
の
中
で
、
ほ
か

一
茂
学
二
山
間
訟
を
ひ
っ
く
り
返
し
の
生
き
物
と
か
か
わ
り
な
が
ら
宵

一
回
目
た
だ
け
な
人
で
す
が
、

ζ
れ
が
ぴ
っ
樹
木
の
研
究
に
は
、
ふ
主
し

/

8

H

特

っ

た

り

き

ま

し

た

」

く

な

い

と

思

い

ま

し

て

ね

}

/

臨

時

開

腕

翼

民

自

の

一

塁

日

産

車

を

作

る

才

君

、

重

モ

川
績
を
崎
射
し
た
闘
方
精
い
聞
の
約
魁
見
段
く
限
力
で
も
あ
る
.

L
d
の
嗣
竺
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
と
益
沼
章
告
に
臼
ぷ
の
轟

/

』

し

て
mm
介
ご
れ
て
い
る
.
を
く
ま
尽
く
捗
き
、
七
五
作
に
大

引

/

崎

江

刊

明

a
M鞍
湯
の
分
掛
川
は
か
?
の
之
句
そ
迎
え
た
向
、
研
究
の

/
f
国
ろ
、
い
さ
ぺ
円
以
抗
し
て
党
戸
川
の
叫
ば
仲
間
F
T
M出

t
、
引
い
川
ア
ジ
ア

併
i
N山
川
パ
」
れ
だ
一
台
門
川
の
マ
し

1
5に
ま
て
広
が
っ
て

i ) >) 《前日1(1)卒jij立

弱j七j

設

し

い

福

祉

的

協

を

言

内

川

町

、

丸

一

一

べ

る

と

と

を

lili--illit--jelli--
忘
れ
た
人
応
、
と
ろ
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